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1 ．はじめに
新型コロナウイルスの感染は，2019年12月に震源地

である中国武漢で拡大してから世界的に大流行するこ

ととなり，2020年12月現在における世界の累積感染者

は8,000万人を超えた．日本では，2020年 1 月16日に

最初の感染者が確認され，感染拡大防止の水際対策が

講じられてきた。 2 月に中国湖北省からの渡航を制限

し， 3 月には中国全体に対して入国を制限した． 4 月

には，その対象国を英米含む70か国以上に拡大した．

また，2 月末に北海道が独自に緊急事態宣言を発令し，

4 月には日本全土が緊急事態宣言状況に入っていた．

12月現在，日本における感染状況は依然として拡大し

つつあり，感染者数は20万人を超えた．

新型コロナウイルスの感染拡大は，学生の生活面に

おいても心理面においても大きな影響を与えている．多

くの学生は，アルバイト・インターンシップ・内定を失っ

たり，重度のうつと不安を抱えたりしていると報告され

ている（Aucejo et al. 2020; Islam et al. 2020）．

これまで，留学生，移民，外国人労働者などのマイノ

リティグループは，必要な情報を得ることができないこ

と，防災計画や支援政策から除外されることなどを理由

に，災害時に受ける打撃がより大きいことが指摘されて

きた（Donner & Rodriguez 2008; Thorup-Binger & 

Charania 2019; Watson et al. 2011）．新型コロナウイル

スの感染拡大においても，留学生などのマイノリティグ

ループは受ける影響がより大きいと考えられる．

2019年における日本の留学生数は，31.2万人に達し

た．国別でみると，中国人留学生は12.4万人と最も多

く，全留学生の約 4 割を占めている（文部科学省 

2020）．在日中国人留学生は，普段の留学生活において，

経済，言語コミュニケーション，学業，友人関係の形

成，就職などの面で，既に多くの課題を抱えている（久

野 2011；梁 2014）．異文化社会に適応していく過程で，

メンタルヘルスの問題を起こしやすい指摘もある（江

ほか2010；安 2018）．

新型コロナウイルス感染症が最初に中国で拡大して

いたことにより，中国人留学生に関連する差別事件が

世界各地で起きており，中国人留学生の精神的健康問

題につながる可能性が指摘されている（Zhai & Du 

2020）．このほか，母国の感染状況に対する不安，母

国との移動制限，言葉の壁から正しい情報を把握でき

ないことなど，感染症が蔓延する中で，中国人留学生

は国内学生と比較して，より多くの困難に直面してい

ると考えられる．災害時における留学生の生活状況・
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新型コロナウイルスの感染拡大は，人々の生活に多大な影響を与えている．この中で，最初に中国で流行したこ
とによる心理的負担のほか，母国の感染状況に対する不安，母国間の移動制限などを理由に，中国人留学生は国内
学生と比較してより多くの困難に直面している．本稿は，アンケート調査の結果を用いて，新型コロナウイルス感
染症の流行が在日中国人留学生の生活や心理に与える影響および彼らの対策行動の実態を明らかにした．調査の結
果，アルバイトに従事していた留学生の多くは収入面において多大な影響を受けたが，学生支援緊急給付金を申請
したくても審査に通る自信がなかった．また，留学生の多くは強く不安を感じており，具体的に感染拡大への無力感，
感染することへの恐怖，アジア人に対する差別事件への憤りを感じていた．対策行動において，公共交通機関の利用，
公園・広場・海岸，外食および娯楽の頻度の減少が大きかった．日本より先に感染が拡大した中国にいる家族や友
人とのつながり，不安感，および女性であることは，不要不急の外出の減少に正の影響を与えた．
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心理・行動を理解することは，多文化共生および留学

生支援において重要である．

本稿は，アンケート調査の結果を用いて新型感染症

の流行が在日中国人留学生の生活や心理に与える影響

および彼らの対策行動の実態を明らかにすることを目

的とする．具体的に，生活面において，留学生の収入

への影響，給付金の申請状況および自由に移動できな

いことによる影響について調査した（第 3 章）．心理

面への影響において，2020年 1 － 6 月における不安感

の変化，差別の状況を捉えた上で，無力感，恐怖，孤

独，ストレスなどの側面から，「不安感」という感情

を具体的に調べた（第 4 章）．対策行動において，コ

ロナ対策用品の入手行動および緊急事態宣言発令前・

中・後における外出行動（公共交通機関，スーパー，

公園，外食や娯楽など）の状況を明らかにし，その個

人属性，居住地，中国にいる家族や友人とのつながり，

不安感が外出自粛度に与える影響について分析した

（第 5 章）．

2 ．データ
2.1　調査データ

本稿では，感染症流行時の外国人の行動，生活，心

理の変化に着目した，「新型コロナウイルス感染拡大

が在日華人に与える影響に関する調査」（滕 2020）の

うち，留学生に関するデータを用いて分析を行う．こ

の調査は，2020年 7 月にインターネットを経由し，日

本に在住する華人（帰化者を含む）を対象に行ったも

のである．本稿は744票の有効回答のうち，在留資格

が「留学」である155人の留学生を分析対象とする．

　

2.2　基本属性
性別において，69人が男性（44.5%），86人が女性

（55.5%）であった．年代でみると，20代が最も多く，

全体の86.5%を占めた．30代は11.0%，18-19歳は2.6%

であった（図 1 ）．既婚者の割合は9.0%であった．

在学段階でみると，41.3%の回答者は学部・短大・

専門学校（日本語学校を含む），58.7%の回答者は大

学院に属していた．

現在の居住地をみると，関東地方は26.6%，東北地

方は36.1%，中部・近畿地方は27.8%，他の地域は9.6%

であり，東北地方のサンプルがやや多い回答分布で

あった．2020年 4 月，政府は13の都道府県を「重点的

に感染拡大の防止に向けた取組を進めていく必要があ

る」特定警戒都道府県として定めた1）．この13の都道

府県に居住する回答者の割合は60.0%であった．

日本語能力をみると（図 2 ），「日常会話レベル」が

最も多く70.3%，次に，「ビジネスレベル」の20.0%，「あ

まり話せない」の6.5%であった．「全く話せない」と「ネ

イティブレベル」は少なく，それぞれ1.9%と1.3%で

あった．

在日期間をみると（図 3 ）， 2 年以上 3 年未満の

23.8%が最も多く，次に 3 年以上 4 年未満の21.3%，

1 年以上 2 年未満の12.2%， 1 年未満は11.6%であっ

た．在学段階別にみると，大学院生の平均在日期間は

3.2年，学部・短大・専門学校生は2.5年であった．
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世帯収入をみると，「わからない」または「回答し

たくない」という回答者が多いものの（32.3%），約半

数の回答者は「300万円未満」と回答した．「300～500

万円未満」の回答者は15.5%，「500～700万円未満」の

回答者は4.5%，「900万円以上」の割合は0.6%であった．

アルバイトの状況をみると，56.1%の回答者はアル

バイトに従事していた．学部・短大・専門学校生およ

び大学院生の回答者のアルバイトに従事していた割合

は，それぞれ67.2%と48.4%であった．アルバイトに

従事していた回答者（87人）において，アルバイト中

に不特定多数の人と接する必要がある回答者は

63.2%，その必要がない回答者は26.4%であった（図 4 ）．

3 ．生活に与える影響
3.1　収入への影響

次に，生活への影響について見ていきたい．新型コ

ロナウイルス感染症に関連した雇用や収入に関わる影

響について尋ねたところ，アルバイトに従事していた

留学生のうち，「大いに影響があった」は46.0%，「あ

る程度影響があった」は39.1%であり，影響があった

と回答した割合は85.1%に達した．なお，雇用や収入

に関わる影響について，感染状況が比較的深刻である

13の特定警戒都道府県に居住している留学生とそうで

ない留学生の間に差があるかどうかを見るために，カ

イ 2 乗検定を行った結果，有意な差は見られなかった

（χ2（3）=4.29，p=0.23，n.s.）．

具体的な影響（複数回答）において，「収入の減少」

の割合が最も高く，65.5%であった．次に割合が高い

のは，「勤務日数や労働時間の減少」の57.1%，「業務

内容の変更」の11.5%，「勤め先の休廃業・倒産に伴う

失業」の9.2%であった．

通常時と比較した 4 月の月収額の変化を尋ねたとこ

ろ，アルバイトに従事していた回答者の半数以上は 5

割以上減少したと回答した（図 5 ）．このうち，アル

バイト中に不特定多数の人と接する必要がある留学生

のほうが，収入の減少額がより大きい傾向が見られた．

3.2　給付金の申請
調査では，居住する自治体に関係なく留学生が申請

できる，新型コロナウイルスに関連する 2 つの給付金

の申請状況について尋ねた．2020年 4 月20日に「新型

コロナウイルス感染症緊急経済対策」が閣議決定され，

外国人住民を含む日本に居住するすべての人に一律10

万円を支給する支援策が打ち出された．特別定額給付

金の申請状況について尋ねたところ，83.5%の留学生

は「申請した，過程は順調だった」と回答した．「申

請過程に問題はあったが，申請できた」の回答は

12.0%であった．ほとんどの留学生は特別定額給付金

の申請ができていた．

文部科学省は， 5 月19日に新型コロナウイルスの感

染拡大による影響で経済的困難に陥った学生等に対
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滕 媛媛，林 萍萍・新型コロナウイルス感染拡大が中国人留学生に与える影響

し，最大20万円の学生支援緊急給付金を給付すること

を決定した．留学生も給付対象になるものの，支給要

件が国内学生より厳しく，経済的に困窮していること

に加え，学業成績が優秀である必要があった．学生支

援緊急給付金について尋ねたところ，月収額（ 4 月）

が 5 割以上減少した学生のうち（n=43），半数以上の

人が「申請したい，審査が通るかはわからない」と回

答した（53.5%）．次に割合が高いのは，「申請したい，

審査は通ると思う」（14.0%）と「申請する予定はない」

（14.0%）であった．また，この制度自体を知らない人は，

収入が 5 割以上減少した留学生において7.0%存在し，

留学生全体においては12.0%存在した．留学生の中で

の学生支援緊急給付金の認知度は，特別定額給付金よ

り低いことがわかった．なお，自由記述において，学

生支援緊急給付金に関し，「経済的に余裕があり，ア

ルバイトをしていない人は申請が通ったそうです．私

たちの様にアルバイトをたくさんしていて収入が大き

く減少した人で，審査が通らなかった人は何人もいた．

（後略）」の回答もあった．言葉の壁から正しい情報を

把握できず，支援制度に対する理解が不完全となり，

不満が生じてしまうこともあったと考えられる．

3.3　自由に移動できないことの影響
2020年 2 月から日中間のフライトの多くが欠航とな

り，3 月には中国が日本の入国制限対象地域となった．

日本と中国を自由に移動できないことは生活に影響が

あったかを尋ねたところ，「大いに影響があった」は

37.7%，「ある程度影響があった」は31.2%であり，影

響があったと回答した割合は 7 割に近かった（図 6 ）．

なお，自由に移動できない影響において，女性の留学

生がより影響を受けやすい傾向が見られた．留学生の

性別によって受けた影響に統計的に有意な差があるか

どうかを検討するため，ｔ検定を行った．その結果，

有意な差が確認された（t=2.93，p<0.01）．

調査の自由記述において（n=14）， 6 人は国を跨ぐ

移動ができないことについてコメントしていた．内容

は，「中国に帰れない」，「家族に会えない」，「ホームシッ

クで，しばらく国に帰りたいが，費用が高くて困難で

ある」，「いつになったらフライトが再開するかな？気

がおかしくなりそうです」，「（前略）夫は 4 月に入学

する予定だが，まだ入国できない」といったものであっ

た．生活基盤を日本に置いているほかの外国人住民と

比べ，国をまたぐ移動ができないことは留学生の生活

や心理により大きな影響を与えたと考えられる．

4 ．心理に与える影響
4.1　不安感の変化

2020年 1 月下旬から 6 月にかけて新型コロナウイル

スの感染拡大に対する不安感について 5 件法で尋ね

た.「とても不安だった」を 5 点，「やや不安だった」

を 4 点，「どちらともいえない」を 3 点，「あまり不安

ではなかった」を 2 点，「不安ではなかった」を 1 点と

したうえで，全体および男女別の平均値を算出した（図

7 ）．男女とも，新型コロナウイルスがまだ日本国内で

は流行していなかった 1 月下旬は不安感が最も弱く，

感染が日本国内に広がった 3 月と緊急事態宣言期間中

の 4 － 5 月は不安感が最も強かった．また，不安感に

性差があるかを検討するため，それぞれの期間でｔ検

定を行ったところ，いずれの期間においても有意な差

が見られた（ 1 月下旬：t=2.84，p<0.01； 2 月t=3.41，

p<0.01； 3 月 :t=2.33，p<0.01； 4 － 5 月：t=2.89, 

p<0.01； 6 月：t=2.33，p<0.01）．全期間において，女

性の留学生は男性の留学生より不安感が強かった．

最大の不安について，自由記述してもらった．得ら

れた45人の回答をKJ法を用いて分類した（表 1 ）．回

答が多かった記述は，自分または家族が新型コロナウ

イルスに感染するという「自身や家族の感染・健康へ

の不安」，国境封鎖や，フライトの減少および飛行機チ

ケットの値段の高騰などにより「帰国できない」，入試

を受けられず，学業がままならない，就職できないと

いった「入試・進学・学業・就職への不安」であった．
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3 月:t=2.33，p<0.01；4-5 月：t=2.89, p<0.01；6 月：t=2.33，
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生より不安感が強かった． 

 次に，最大の不安について，KJ 法を用いて得られた

45 人の回答を分類した（表 1）．回答が多かった記述

は，自分または家族が新型コロナウイルスに感染する

という「自身や家族の感染・健康への不安」，国境封鎖

や，フライトの減少および飛行機チケットの値段の高
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業がままならない，就職できないといった「入試・進

学・学業・就職への不安」であった． 

図 6．国境をまたぐ移動ができないことの影響
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4.2　感情状態に関する記述統計
2020年 1 － 6 月の期間に，どのような感情を抱えて

いたかに関し，10項目の設問に多重回答形式で，当て

はまるものをすべて選択してもらった．まず，男女別

に，それぞれの感情を持った人の度数と割合を算出し

た（表 2 ）．

表 1 に示すように，男性の約 5 割，女性の約 6 割は，

感染拡大への無力感，アジア人に対する差別事件への

憤り，感染することへの恐怖を感じていた．また，女

性は男性よりも，外出自粛にストレス，孤独感，将来

の景気に対する悲観を多く感じていた．このように，

男性よりも女性の方が，より多くのネガティブな感情

を持っていたことがわかった．

4.3　新型コロナウイルの流行期間中の差別経験
上述したように，多くの留学生は世界で発生したア

ジア人に対する差別事件に怒りを感じており，男性よ

りも女性の割合がより多かった．また，割合は少ない

が， 1 割程度の留学生は，「華人であることを知られ

たくない」，「公共の場で中国語を使用したくない」を

挙げた．その理由として，華人であることで差別され

ることを懸念していると考えられる．留学生活におい

て，女性は男性よりも，差別を多く経験していたのだ

ろうか．次に，留学生の差別を受けた経験について見

てみる．

まず，日本で生活した期間に，外国人であることを

理由に差別された経験については，男性の 4 割，女性

の 3 割の人は，経験したことがあると回答した（表 3 ）．

また，新型コロナウイルスに関連して，外国人であ

ることを理由に差別された経験については，男性にお

いても女性においても約 2 割の人は，経験したことが

あると回答した（表 4 ）．
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失業、収入の減少への不安 6

ネガティブな感情 5

政府の対策への不安 3

生活への不安 3

感染拡大への不安 3

差別への不安 1

表 2． 男女別の各感情の度数と割合 

 

度数 割合（％） 度数 割合（％）

中国における感染拡大に無力感を感じた 38 55.1 54 62.8

世界で発生するアジア人に対する差別事件に憤りを感じた 36 52.2 54 62.8

感染することに恐怖を感じた 31 44.9 55 64.0

日本におけるコロナの感染拡大に対して申し訳ない 15 21.7 15 17.4

マスクを購入できない日本人に対して申し訳ない 21 30.4 33 38.4

華人であることを知られたくない 10 14.5 13 15.1

公共の場で中国語を使用したくない 7 10.1 16 18.6

外出自粛にストレスを感じた 13 18.8 33 38.4

緊急事態宣言期間中によく孤独感を感じた 11 15.9 29 33.7

これからの景気を悲観している 23 33.3 43 50.0

男性（n＝69） 女性（n=86）
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滕 媛媛，林 萍萍・新型コロナウイルス感染拡大が中国人留学生に与える影響

さらに，新型コロナウイルスに関連した差別経験に

ついて自由記述してもらったところ，13人の回答が得

られた．「中国ウイルスと言われた」，「警戒され，避

けられた」，「悪く言われた」，「悪い態度で扱われた」

といった経験を挙げた（表 5 ）．

4.4　感情状態のプロトタイプ分析
感情状態を表す10項目を何種類の感情に分類できる

のかについて，数量化Ⅲ類を用いて分析する． 1 － 6

月における，感情状態に関する10項目の設問について，

感じた場合には「 1 」を，感じていなかった場合には

「 0 」を与えて，数量化Ⅲ類を行い， 2 次元解が得ら

れた（図 8 ）．図 8 に示すように，類似した特徴をも

つ項目が互いの近隣にプロットされており，新型コロ

著者名・タイトル 
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度数 割合（%） 度数 割合（%）

有 29 42.0 27 31.4

無 31 44.9 35 40.7

わからない・

答えたくない
9 13.0 24 27.9

回答
男性（n＝69） 女性（n=86）

度数 割合（%） 度数 割合（%）

有 15 21.7 17 19.8

無 45 65.2 53 61.6

わからない・

答えたくない
9 13.0 16 18.6

回答
男性（n＝69） 女性（n=86）
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表 5．新型コロナウイルに関連する差別経験(自由記述)

 

カテゴリー
（度数）

記述の抜粋

〇中国ウイルスと言われた．

〇中国人は，ウイルスを拡散したと言われた．

〇中国語を話していたら，周りの人に避けられた．

〇新型コロナは最初に中国で拡大したため，中国人と言っ
たら，周りの人に警戒され，危険だと思われた．

〇外国人であることがわかると，隣のテーブルのお客さん
は，去って行った．

〇2月にエレベーターの中で友達と中国語で話したら，隣
の日本人の女の子に「中国人なんて怖すぎる」とこそこそ
言われた．

〇あるクラスメートは日本人に追いかけられて，「日本が
こうなったのは全部中国人のせいだ」と言われた．

〇日本人に，悪い態度で扱われた．

〇地下鉄で定期券を買ったときに，中国人の友人と喋って
いた．私たちの番になったとき，スタッフに無視された．

〇敵視された．わざわざ香港の問題について聞かれた．

〇時間通りに，給料を支払われなかった．

中国ウイル
スと言われ
た（3）

警戒され，
避けられた
（3）

悪く言われ
た（3）

悪い態度で
扱われた
(2）

その他（2）
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ナウイルス流行期間中に生じる感情は 4 つの領域に分

類することができる．

次元 1 は，「華人であることを知られたくない」，「公

共の場で中国語を使用したくない」という中国語を使

用することへの嫌悪感に関する感情が正の方向に集

まった。また，「中国における感染拡大に無力感を感

じた」，「感染することに恐怖を感じた」，「世界で発生

するアジア人に対する差別事件に憤りを感じた」など

の感情が負の方向に集まった．

次元 2 は，「外出自粛にストレスを感じた」，「緊急

事態宣言期間中によく孤独感を感じた」，「これからの

景気を悲観している」という主に自分自身に関わるネ

ガティブな感情が正の方向に集まった。また，「マス

クを購入できない日本人に対して申し訳ない気持ち」，

「日本におけるコロナの感染拡大に対して申し訳ない」

という対人的感情が負の方向に集まった．

5 ．対策用品および外出行動
5.1　コロナ対策用品

2 月から，マスクなどのコロナ対策用品が品薄状態

になり，多くの人々が困惑した．コロナ対策用品の入

手状況に関する設問において，「マスクなどのコロナ

対策用品が品薄になっていたため，購入に困っていた」

留学生の割合は20.0%であった．また，「 1 月にコロ

ナが中国で流行し始めた際，予備のマスクなどの対策

用品を購入した」留学生の割合は28.4%であった．な

お，「中国にいる家族・友人からコロナ対策用品を送っ

てほしいと依頼された」留学生の割合は27.1%，「自ら

中国の家族友人にコロナ対策用品は必要かと聞いた」

留学生の割合は38.1%，「中国の家族・友人にマスクな

どのコロナ対策用品を送った」留学生の割合は34.2%

であった．

中国では，2020年 2 月に感染者数がピークを迎え，

3 月にはマスクなどの対策用品の供給が回復し始め

た．対策用品の入手が困難であった留学生に，中国に

いる家族や友人からコロナ対策用品に関連する支援が

あったかどうかについて尋ねた．その結果，「中国に

いる家族・友人からマスクなどのコロナ対策用品は必

要かと聞かれた」留学生の割合は3.9%，「中国にいる

家族・友人にマスクなどのコロナ対策用品を送っても

らうように依頼した」留学生の割合は33.5%，「中国に

いる家族・友人からマスクなどのコロナ対策用品を

送ってもらった」留学生の割合は22.6%であった．

日本よりも先に感染が拡大していた母国にいる家族

や友人とコロナ対策用品に関連するやりとりを行って

いたことが，留学生の早期的なコロナ対策の有無に違

いがあるかどうかに関して，カイ 2 乗検定を行った．

その結果，中国にいる家族・友人からコロナ対策用品

を送ってほしいと依頼された留学生のほうが， 1 月に

新型コロナウイルスが中国で流行し始めた際に，予備

のマスクなどの対策用品を購入した傾向が高かった

（χ2（1）=4.14，p<0.05）．

5.2　外出行動
新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため，多

くの地方自治体は， 2 月から不要不急の外出を控える

ように呼びかけてきた．本節では， 3 月（緊急事態宣

言発令前）， 4 － 5 月（緊急事態宣言中）， 6 月（緊急

事態宣言解除後）の 3 つの時期における，中国人留学

生の外出行動の変化状況およびその規定要因について

見ていく．調査では，2020年 1 月のごく普通の一週間

と比較したときの，公共交通機関の利用頻度，スーパー

やドラッグストアの利用頻度，公園・広場・海岸など

に行く頻度，外食（カフェを含む）頻度，娯楽（ショッ

ピングや映画館など）の頻度などの変化について尋ね

た．

5.2.1　行動変化の状況

図 9 に， 3 つの時期における外出行動の変化を示し

た．公共交通機関の利用，公園・広場・海岸などに行

く，外食，娯楽の頻度が大きく減少したことがわかっ

た．日常生活に関係するスーパーやドラッグストアの

利用頻度の減少傾向は，他の外出行動と比較してやや

低かった．なお，すべての行動は， 4 － 5 月（緊急事

態宣言中）において 5 割以上減少した回答者の割合が

最も大きかった．

5.2.2　外出自粛行動の規定要因

不要不急の外出行動につながりやすい外出行動（公

園や海岸の利用，外食，娯楽）は個人属性，居住地域，
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不安感，中国在住の家族・友人とのつながりの状況に

よって差異があるのかを，重回帰モデルを構築して推

計する．

目的変数は，公園や海岸の利用，外食，娯楽の 3 つ

の行動の変化状況から計算した外出自粛度である．具

体的には，それぞれの行動変化の回答において，「 5

割以上減少した」，「約 3 割減少した」，「ほぼ同じ」，「約

3 割増加した」，「 5 割以上増加した」を「 5 」，「 3 」，

「 0 」，「-3」，「-5」とする．それぞれの時期について，

3 つの行動の数値を集計し，外出自粛度を計算する．

説明変数は，性別（女性ダミー），年齢，地域（特定

警戒都道府県ダミー），それぞれの時期の不安感，中

国にいる家族・友人とのつながりである．中国にいる

家族・友人とのつながりは，コロナ対策用品に関する

やり取りの 6 項目2）にあてはまる項目の数である．記

述統計量を表 6 に示す．

表 7 に回帰結果を示す．女性は，外出自粛度がより

高かった（p=0.016）．日本よりも先に感染が拡大して

いた中国にいる家族や友人とのつながりは，外出自粛

度に正の影響を与えた（p=0.015）．不安感は外出行動

の変化状況に影響を与えており，不安を感じるほど外

出自粛度が高かった（p<0.001）．なお，時期，居住地

域，年齢の影響は確認されなかった．

著者名・タイトル 
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表 7. 外出自粛度に関する推計結果 

n 最小値 最大値 平均値 S.D.

外出自粛度 465 -9 15 8.82 6.00

女性 465 0 1 0.55 0.50

年齢 465 18 36 25.18 3.20

特定警戒地域 465 0 1 0.60 0.49

つながり 465 0 6 1.59 1.53

不安感 465 1 5 3.64 1.12

係数 標準誤差 p値

女性 1.322 0.547 0.016 *

年齢 0.103 0.084 0.220

特定警戒地域 0.814 0.549 0.139

つながり 0.432 0.176 0.015 *

不安感 1.082 0.249 0.000 ***

3月 (ref.=4-5月) -0.791 0.652 0.226

6月 (ref.=4-5月) -1.064 0.657 0.106

定数 1.000 2.336 0.669

調整済みR2乗 0.084

n 465

* 5%水準で有意，  *** 0.1％水準で有意

表 6. 記述統計 
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6 ．おわりに
本稿は，新型コロナウイルス感染症の流行が在日中

国人留学生の生活・心理に与える影響および対策行動

の実態を明らかにした．以下，本研究で得られた結果

について述べる．

① 生活面

アルバイトに従事していた留学生において， 6 割以

上の人は不特定多数の人と接する必要があり，彼らの

感染拡大期における収入の減少額はより大きい傾向が

みられた．アルバイトに従事していた留学生のうち半

数以上は，通常時と比較して 4 月の月収額が 5 割以上

減少した．このなかで， 7 割近くは「学生支援緊急給

付金」を申請したいと思っていたが，多くの人は申請

しても審査に通る自信がなかった．なお，留学生にお

ける学生支援緊急給付金の認知度は，特別定額給付金

と比較して低かった．

② 心理面

留学生の多くは強く不安を感じており，最大の不安

として，自身や家族の感染・健康，帰国できないこと，

入試・進学・学業・就職への不安が挙げられる．

また，多くの留学生は感染拡大への無力感，感染す

ることへの恐怖，アジア人に対する差別事件への憤り

を感じていた．その背景には，新型コロナウイルスに

対する日本政府と中国政府の対応の違いが挙げられる

と考えられる．日本では， 4 月に緊急事態宣言が発表

された後に，外出自粛が国民に求められたが，それは

強制力を伴わなかった．これに対して，「このままで

いいのか」などと強く懸念しており，母国との対策の

違いに戸惑いを感じた留学生も少なくなかった．この

ように，政府の対策の違いは，日本の国情を理解して

おらず，言葉の壁で情報を正確に把握できない中国人

留学生には，より一層不安をもたらしていたと考えら

える．

③ 対策行動

コロナ対策用品の入手に困っていた留学生は20.0%

いたものの，28.4%の留学生は早期に対策用品を購入

した．なお，新型コロナウイルスの感染が日本より先

に拡大していた中国にいる家族や友人とのつながり

は，対策用品の早期入手行動につながった可能性が

あった．

外出行動において，公共交通機関の利用，公園・広

場・海岸，外食および娯楽の頻度の減少が大きく，緊

急事態宣言発令前・中・後のいずれの時期においても，

その頻度が 5 割以上減少した留学生は 4 割ほど存在し

た．また，不安感，中国にいる家族や友人とのつなが

りおよび女性であることは，外出の減少に正の影響を

与えたことがわかった．

上述したように，感染症流行時における在日中国人

留学生は，多くの面において大きな打撃を受けた．彼

らは，生活面で大きな影響を受け，自身の感染に対す

る不安を抱えていただけでなく，言葉の壁が問題とな

り生じる必要情報の誤認識や認識不足，差別される可

能性を疑う心理的負担などの問題に直面していた．一

方で，感染が日本より先に拡大した中国にいる家族・

友人とのつながりは，早期対策行動や外出自粛意識に

つながった可能性があった．

感染症拡大期間中における中国人留学生への支援と

して，メンタルヘルスへのケア（特に女性留学生）の

ほか，不特定多数の人と接する必要のないアルバイト

の斡旋，各種の支援情報の周知などが考えられる．ま

た，大学，自治体や国などの機関は，国の対策の違い

により外国人留学生に不安や不信感を与えてしまう可

能性があることを考慮した上で，情報を発信すること

が求められる．

本研究は，新型コロナウイルス感染症の蔓延初期段

階における中国人留学生が受けた影響について明らか

にしたが，感染状態が長期化する中で，ウィズコロナ

における留学生の生活・心理・行動については，さら

なる調査が必要である．
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注

1）	 13の特定警戒都道府県は，東京都，神奈川県，埼玉県，

千葉県，大阪府，兵庫県，福岡県，北海道，茨城県，

石川県，岐阜県，愛知県，京都府である．

2）	 コロナ対策用品に関するやり取りの 6 項目は，「中国

にいる家族・友人からマスクなどのコロナ対策用品

を送ってほしいと依頼された」，「自ら中国にいる家

族・友人にマスクなどのコロナ対策用品は必要かと

聞いた」，「中国にいる家族・友人にマスクなどのコ

ロナ対策用品を送った」，「中国にいる家族・友人か

らマスクなどのコロナ対策用品は必要かと聞かれ

た」，「中国にいる家族・友人にマスクなどのコロナ

対策用品を送ってもらうように依頼した」，「中国に

いる家族・友人からマスクなどのコロナ対策用品を

送ってもらった」である． 
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